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第1藤 間居の設定

本論文は,青少年の意識と行動を形成する要因を主に年令に求め,その実態と推移を検

討するものである｡

これまで,青少年の意識と行動,価値観,人間関係などを探る目的で種々の意識調査が

行なわれてきた｡ ｢現在の日本の青少年+の意識や行動を比較の視点から検討するならば,

｢過去の日本の青少年+ ｢現在の世界の青少年+ ｢現在の日本の他の年齢層+との比較が必

要となる｡また, ｢現在の日本の青少年+内部の差異も考察されなければならない｡これ

までの研究からは,年令別,学職別,男女別等で大きな差異が見られた｡

本論文は,上記のうち青少年内部の年令差に着日して検討を加えるものである｡具体的

には,小学校5年生と中学校2年生の意識と行動の差異を検討する｡小学校5年生は,児

童期,中学校2年生は青年期初期(思春期)と呼ばれる時期であり,両者の間には,児童

期から青年期への急激な変化があり,意識と行動にも多大な影響を及ぼしている｡

児童期と青年期の変化を検討した研究は,これまでも,さまざまな意識調査の中で行な

われてきた｡ただ,その際,ほとんどの研究で見逃されてきた視点がある｡それは,年令

差と世代差の問題をどうとらえるのかという点である｡たとえば, 1997年現在の日本の

小学校5年生と中学校2年生の意識の差の原因をどう考えるかである｡第1の立場は,午

令差の問題に還元する｡児童期(小学校5年生)と青年期初期(中学校2年生)という人

生の段階の差が,意識の差異としてあらわれるという考え方である｡第2の立場は,世代

の差と考える｡ 1997年に小学校5年生(1986年, 1987年生まれ),と中学2年生(1983年,

1984年生まれ)では,彼らを取り巻く社会環境が3年違っており,その差が彼らの意識の

差となってあらわれるのではないかと考える｡ ｢最近の若い者は+という言い方は,この
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第2の考え方からでてくるものである｡第3の立場は,両方の要因を取り入れて意識の差

を検討する｡第4の立場は,あまり,意識的にこの間題を考えずに,出てきた調査結果の

数値を処理していく｡実際の調査研究で圧倒的に多いのは,第4の立場である｡実際,一

回だけ行なわれる調査研究の結果だけからは,どの立場が正しいかを決定することはでき

ない｡同じ内容の調査を,同じ学年の児童生徒に対し,何年おきかに何度か繰り返すこと

によって初めて可能となるのである｡

本論文では,筆者たちがその調査研究に加わった｢東京都子ども基本調査+の結果をも

とに,この間題を考えてゆく｡ ｢東京都子ども基本調査+は,東京都生活文化局の委託調

査(研究代表,武内清上智大学教授)であり,調査対象者は,東京の小中学校に在学中の

小学校3年生,小学校5年生,中学校2年生およびその母親,父親である(1)｡本調査の大

きな特徴は,同じ質問を3年ごとに繰り返す時系列調査である点で,第1回は, 1977年に

実施されている(第2回-1980年,第3回11983年,第4回-1986年,第5回-1989年,

第6回-1992年,第7回-1995年)｡時系列の青少年調査としては,総務庁の｢世界青年

意識調査+と並ぶ代表的な調査研究である｡その他, ①サンプリングが,系統無作為抽出

法によるもので,信頼性が高いこと(診クラスにおける集団記入法で,回収率が100%に近

いこと③児童生徒とペアーの形で父母の調査票を取っているので,父母の教育意識と児童

生徒の意識や行動の相関が調べられること,などの特徴をもっている｡第7回調査の場合,

有効な回答をえられた児童･生徒数は1983人である｡本論文の上記の問題関心(年令差

と世代差)についても,十分な資料を提供してくれるデータ-を蓄積しているが,こうし

たテーマでの分析は,報告書のなかではなされてこなかった｡そこで,本論文では｢東京

都子ども基本調査+の第5回(1989年実施),第6固(1992年実施),第7回(1995年実施)

の調査結果の再分析を通して,青少年の意識と行動を形づくる年令要因について考察す

る｡

表1調査対象者の属性(生まれ年)

第ら回(1989年) 第6回■(1992年) 第7回(1995年)

調査 調査 調査

小学校5年生 1978-1979 1981-1982 1984-1985

(10-11才) 年生まれ

(Aグループ)

年生まれ

(.Bグループ)

年生まれ

中学校2年生 1975-1976 1978-1979 1981-1982

(13-14才) 年生まれ 年生まれ

(Aグループ)

年生まれ

(Bグループ)
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表1は,第5回,第6回,第7回,各調査の調査対象者(小学校5年生,中学校2年生)

の生まれ年を調べたものである｡ 3年ごとに調査が実施され,小学校5年生と中学校2年

生の間に3年の学年差があるので,第5回目の調査の小学校5年生は,第6回目の調査で中

学2年生になっている(1978-1979年生まれ)｡また,第6回目の調査の小学校5年生は,

第7回目の調査で中学2年生になっている(1981-1982年生まれ)o本論文では,前者

(1978-1979年生まれ)をAグループ,後者(1981年-1982年生まれ)をBグループと

呼ぶ｡

具体的な作業の手順を述べると,第2節では,上記のAグループ, Bグループそれぞれ

について,小学校5年生から中学校2年生の間に意識と行動がどう変化したのかを検討す

る｡第3節では,第ら回,第6回,第7回の小学校5年生の意識の変化を調べ,また,中学

校2年生についても同様の検討を行なう｡第4節では,小学校5年生と中学校2年生の回答

状況の差が大きい項目(20%以上の差をもつ項目)を選び出し,選択された項目が5回,

6回, 7回と変化していくか否かを考察する｡以上3つの方法の検討と分析により,最初に

設定した課題に解答を与えることができるものと考える｡そして,全体のまとめの考察は

第5節で行なうことにする｡

(1)東京都生活文化局粛

清 上智大学教授)

東京都生活文化局粛

清 上智大学教授)

東京都生活文化局編

晴 上智大学数授)

『第5回 東京都子ども基本調査報告書』 (研究代表･武内

1990年｡

『第6回 東京都子ども基本調査報告書』 (研究代表･武内

1993年｡

『第7回 東京都子ども基本調査報告書』 (研究代表･武内

1996年｡

第2節 2つのコーホート(1978-1979年生まれ, 1981-1982年生まれ)の検討

本節では, 2つのコーホート｢1978-79年生まれ群+ (Aグループ) ｢1981-82年生ま

れ群+ (Bグループ)の青少年が,小学校5年生と,中学校2年生でどのような意識と行動

をもったのかを検討する｡

表1からわかるように, 1978-1979年生まれのAグループは第5回調査(1989年調査)

の時には,小学校5年生であり,第6回調査の時には中学2年生であった(1997年現在,

18-19才)oそれに対し, 1981-1982年生まれのBグループは,第6回調査の時に小学校

5年生,第7回調査の時に中学校2年生であった(1997年現在, 15-16才)0 2つのグルー

プの間には3年の学年差がある｡ 1990年代の激しい社会変動の中で,小中学生を取りまく

家庭環境,学校環境,社会環境も大きく変化している｡ 3年の学年差(年令差)が, A, B

両グループの意識と行動にどのような影響を与えているのか,それを検討するのが第1の

ポイントである.第2のポイントは,そうした状況のもと,両グループの児童期から青年

期への移行がどのように行なわれているのかを考察することである｡
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表2 授業や特別活動の楽しさの推移(%)

Aグループ Bグループ

小5.-一中2 小5一寸中2

1算数(数学)の時間が楽しい 24､9-Ill.6 26,■1-19､7

2体育の時間が渡しい 70,51-53､5 70､6一事48､3

3図工･美術の時間が楽しい 67,9-←44､2 69､1-49､2

4学級会･HRの時間が楽しい 36､9-18､6 38､3-20､9

5休み時間が薬しい 83､91.76,3 84､8-71､4

6部活動･クラブ活動蛸脚tJll 66､4-55,8 72､6-54､9

7運動会や遠足のときが楽しい 84､7-59､9 82､9-61､6

表2は,学校の授業や特別活動の時間が楽しいかどうかを開いた結果をまとめたもので

ある｡ Aグループ(1978-79年生まれのグループ)をみると, 7つの項目すべてで,小5

の満足度が高く,中2になると低くなる｡授業時間や学級会･ HRの時間,運動会や遠足

で,特に満足度が低くなるが休み時間も低くなる｡同じ傾向は, Bグループでもまったく

同様に見られる｡減り方も,似た傾向を示しているが, ｢算数(数学)の時間が楽しい+

が, Bグループの中2で高くなっている｡また, ｢休み時間+の減り方がBグループで大きい｡

表3 学校や家での生活実態の推移(%)

Aグループ(1978～7騨 Bグループ(1981-82年

生軌) 生まれ)

小5-一中2 小5一中2

1家で全然勉強しない 14､3-27､3 ll,7-35､1

2学校で勉強するのがすき 56,3--35､2 57,9?31､6

3執行く城坤になること織る 48,6-52.0 54､5-50,9

4財持ち0先蛾自如ことをよくわ如て佃ても嶋69､8-48,7 63､0-57,0

5.大きくなったら先細ような人に蜘沙 38､9一寸18､2 27､71-17､1

6学校へ行くの姓楽しい 79､51＋77､1 80､3-←75.L7

7困ったときに繊する紬陶る 82､9一一86,3 84､1-8畠,5

8休み時間に一人同堵ことが如 10､6-7､2 8､5-◆10､8

9友達をいじめたことがある 43,4-･38､3 48､2-37､9

10友達にいじめられたこと織る 46､6-23､2 44､4111＋22,7

表3では,小･中学生の生活実態の全般についての結果をまとめている｡まず, ｢家で

全然勉強しない+をみると, A, B両グループとも中2の割合が高い｡特に, Bグループ

の中2は35.1%にものぼる｡ ｢学校で勉強するのがすき+もA, B両グループとも学年上昇
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とともに減ってゆくが,特に, Bグループでの減り方が大きい｡ ｢学校-行くのがいやに

なることがある+はAグループが中学生の方で多く, Bグループは小学生の方で多い｡

｢受け持ちの先生は自分のことをよくわかってくれる+は,両グループとも,小5で多

く,中2で少ないが,その減り方がAグループで大きく, Bグループで小さい｡ Bグルー

プ･中2の57.0%はかなり高い数字である｡ ｢大きくなったら先生のような人になりたい+

ち,学年上昇とともに減ってゆくが,特に, Aグループの減り方が大きい｡

｢学校へ行くのは楽しい+ ｢困ったときに相談する友達がいる+は両グループとも年令

による変化があまり見られない｡ ｢休み時間に一人でいることが多い+は,各学年とも少

ないが, Aグループは小5が, Bグループは中2がやや多くなっている.

｢友達をいじめたことがある+ ｢友達にいじめられたことがある+は, Aグループ, B

グループとも小5で多く中2で少ないが,特に,両グループとも｢いじめれらたことがあ

る+が中2で少なくなる｡ ･

ここまで,小･中学生の生活全般について見てきたが, Aグループ(1978-79年生ま

れ群)では,小5から中2への3年間で,数値の大きく変化する項目が多く見られた｡特

に,授業や特別活動を楽しいと感じる子供が大きく減る｡勉強するのが好きと答える者も

すくなくなりト家で全然勉強しない者がふえる｡教師との接触や影響力も小さいものにな

つてゆく｡反面,学校にいくのは楽しい,困ったときに相談する友達がいるという回答に

は,小中の差が見られない｡

以上, Aグループで見られた傾向は,ほぼそのまま, Bグループにもあてはまる.数値

に微妙な違いはあっても,全体の傾向に大きな変化はない｡年令差は見られても,世代差

は見られないのである｡ただ,数学の授業を楽しいと答えた中学生が多かったこと,家で

全然勉強しない子供のふえる割合が大きいことなどを指摘できる｡

表4 学歴期待の推移(%)

Aグループ Bグループ

小5一中2 ‾小5-す中2

1中学校まで 2,2-←1,5 3､6-0､8

2高校まで 25､5-13､7J 27､9-17,3

3各種学校･専門学校まで -10,1-9､8
12､3T.11､8

4短期大学まで 10､6-ll,7 10､0一一8､9

5大学まで 49､3･-59,5 43､9-58､1

表4は,学歴期待の推移をみたものである｡ Aグループでは,中2になると｢大学まで+

が約10%ふえる｡逆に｢高校まで+が10%強減ることになる｡ Bグループでは,小学5

年生の｢大学まで+が43.9%,中学2年生の｢大学まで+が58.1%と14%程度ふえる｡ A

グループ, Bグループとも,学年の上昇とともに高い学歴期待をもつようになる｡
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表5では,自分がどんな人間であるかという自己評価の推移についてまとめてある｡ま

ず, Aグループについてみると, 5つの項目とも,学年上昇とともに数値が低くなる｡た

だ｢友達が多い+などは,ほとんど変わらない｡他の4項目は数%から10%前後低くなっ

ている｡ Bグループも, ｢音楽や絵が得意+をのぞくと,学年上昇とともに数値が低くな

るが,特に, ｢友達が多い+の減り方が大きい｡ AグループとBグループの変化の仕方に

は微妙なずれがある｡

表5 自己概念の推移(%)

Aグループ Bグループ

小5一中2 小5一中2

1勉強がよくできる 25､6-18､3 25､0-◆17,7

2スポーツが得意 44,3-34､7 49､21＋38､4

3友達がおおい 50､5-48､8 63､0-46,6

4音楽や絵が得意 40,8-34,4 39､31＋38,3

5やるきになればなんでもできる 61,8-→51,6 61､0-◆50､0

表6と表7は,小中学生の価値観をあらわす項目を示している｡価値に関する2者択一

の問題を20並べ,その結果をまとめている｡辞しい数値は2つの表を参照してほしいが,

Aグループ, Bグループとも小5と中2の差は大きい｡ Aグループで特に差が大きいのは,

｢赤信号で車がこないとき,さっさとわたってしまう+ (小<中), ｢テレビがこわれたらす

ぐなおしてもらう+ (小<中), ｢みんなと進んでいて帰る時間になったら,うちに帰る+

(小>中), ｢宿蔑の図画をやっていないとき,家の人に手伝ってもらう+ (小>中), ｢高い

くつが欲しいのに,安いくつで我慢しなさいといわれたとき,我慢する+ (小>中), ｢明

日までの宿題と,読みたいマンガがある時,先に宿題をする+ (小>中), ｢日曜日,宿題

も塾もおけいこごともない時,おもいきり遊ぶ+ (小>中), ｢恐い上級生がクラスの弱い

子をいじめていたとき,こわいからだまっている+ (小<中)などである｡
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表6 価値観をめぐる推移(1) (%)

A殉･-プ(1978～79年生ま柑 BFJトプ(1981～82年生軌)

小5-中2 小5一中2

1,赤膚号で辛がこないとき､

さっさとわたってしまう

(一育になるのを待つ)

2､母親が見にきても､マンガ

を読み続ける

(-勉強していたふりをする)

3,テストで轟い点を取った時

母親にかくす

(-･母親に見せる)

4､電車のドアが開いたとき､

早くのって座る

(一あわてないでのる)

5,テレビがこわれたら

すぐになおしてもらう

(一テレビがないのもよIlと患う)

6,クイズの答えをおしえよう

かと謝旭とき､載えてもらう｡

(-もっと考えてみる)

7,みんなと遊んでいて帰る時間

になったら､うちに帰る

(一みんなとゲームを続ける)

8､友達との遊びと大好きなテレ

ビがぶつかったとき､沖ビを噸る

(一友達と遊ぶ扱うをとる)

9,道で人がたくさん集まってな

にかを見ているとき,のぞきこむ

(一とおりすぎる)

10､宿題の図画をやっていない時

豪の人に手伝ってもらう

(一ひとりで書く)

22､9-す56､4

6310-55､3

12,2-19､7

31､OT･>31,8

49､9-す64､5

30､711>27,2

67､7-42,3

38.1-←37,6

76､0-◆79､6

21､11-10､5

21､1-す61,7

66,7-59,6

12､4-21,2

34､4-す35､0

53,9-す64､6

23,6-30,7

67､6-46,6

34､5-40､2

73,9-I76､7

15､3-す12､6

287

1978-79年生まれのAグループの子供たちが,小学校5年生から中学校2年生までの3

年間に,大きく価値観を変えていくのが見てとれる｡人間関係についてみると,中学生に

なると親や教師からは独立的になり,親や教師の言うことをうのみにしたり, ｢常に正し

い+などとは考えなくなる｡宿題を親に手伝ってもらったり,手伝いをしたりすることも

少なくなる｡友人との関係は,依然,親和的であるが,小学校時にはあまり見られなかっ

た競争意識が芽生え,いじめられる子をみても,見て見ぬふりをしたりする｡社会規範を

遵守しようとする気持ちもやや衰えてくる｡ひまなときに埠,思いっきり遊ぶよりものん

びりするほうを選ぶ｡以上のような傾向が中学生の方に強く見られるのである｡
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表7 価値観をめぐる推移(2) (%)

Aグ)トプ(1978ん1979年生執)B紬-ブ(1981～1982年生地)

小5-中2 小5-中2

11､5000Roくつ粕しも咽E,3000円舵しなさIl

とPわW=とき､3000P)0でがまんする｡

(→5000円蛇してび細る)

12､dJで酷鮎れたら､雨のなか牲スリル

があると患う

(一雨ぬかを歩くo`紬やだ)

13､机たまで一緒鼻と.軌たIlマン測る時､先綿崇を

する

(→マン聴放する)

14､伸のよい子が自分より成漬が

よい時､よくがんばったと思う｡

(→くやしい)

15､友達がかっこいい服を尭てき

たら､自分も放しくなる

(-一別に克にしない)

16､日曜日,宿題も塾もおけいこ

ごともない時､おもいきり遊ぶ

(?のんぴりする)

17,先生が授業に10分遅れた時

なにかあったのかと思う

(→先細くせに蝕ふてと患う)

18.｢明EIの日曜日にどっかへ行‾

こうよ+といわれたらことわる

(-佃こう｡t'こへ行く+ともlう)

19,相中に稚l壕鮒たち､ことわる

(→｢糾吐ほ域蛇もlく)

20,卦止蔽生がクラスの執l子を純めて絶とき､こわ軸

らだまって81る｡

(→｢よt,なさPよ+とも巧)

76､4-･46,0

47,2-→43,1

75､8-53､3

36,9一斗30､9

28､8-44､9

67,7-39､0

77､1一寸65､.0

22,7一一10､8

30､2-44,8･

77,4-42､7

48､3-43,1

･78､5一･55､2

46､7-36､8

24,8-←47,4

66,2-◆40､9

78､.8-68､4

17.6-10､3

30,3-44,8

51.1･-74､6 47､3-76､3

それでは, 1981-82年生まれのBグループの方はどうであろうか.全体的に言えるこ

とは, 3年上の世代,グループと非常によく似た傾向がうかがえるということである｡数

値の上下はあっても,学年間(小学校5年生と中学校2年生)の増減の特徴は, Aグルー

プと大変よく似ている｡ Aグループについて述べた人間関係の特徴や価値意識のありよう

は, Bグループにも,ほぼ,そのままあてはまっている｡Aグループと,やや異なるのは,

小中学生とも,友人との競争意識が強まった点と,社会規範に違反してもかまわないとす

る中学生がややふえた点ぐらいである｡ 3年という世代差は,青少年の価値観を大きく変

化させるような要因にはならないということが明らかになった｡逆に,小学校5年生と中

学校2年生という3年の年令差は,両者の問のものの見方を大きく変える3年間であると

いうこともわかった｡青少年の意識と行動に大きな影響力をもつ要因は,世代差ではなく,

年令差であるようだ｡ただ,質問項目によっては,上記のような単純な.一般化ができない

ケースもある｡そこで,第3節,第4節では,少し違う角度からこの間題を考え直してみ

たいと思う｡
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第3節 学年別にみた意鼓･行動の時系列変化

本節では,年令要因に着眼して青少年の意識と行動の形成を次節で考察するための前段

階として,第5回(1989年)から第7回(1995年)までの調査結果の時系列変化を小学5

年生,中学2年生の学年別に各々概観する｡ /ト学5年生についていえば,第5回(1989年)

調査時点での小学5年生(1978-1979年生まれ)と第6回(1992年)調査時点での小学5

年生(1981年-1982年生まれ),それと第7回(1995年)調査時点での小学5年生(1984

-1985年生まれ)の意識･行動を比較することになる｡中学2年生についても,同様に第

5回(1989年)調査時点での中学2年生(1975-1976年生まれ)と第6回(1992年)調査

時点での中学2年生(1978-1979年生まれ),それと第7回(1995年)調査時点での中学

2年生(1981-1982年生まれ)の意識･行動を比較･検討する(図表1参照)0

｢今の子どもたちは何を考えているのかわからない+ ｢昔と比較して今の子どもはだめ

になっている+などと多くの大人が嘆く｡大学4年生が, ｢今の1年は敬語を知らない+と

言ったのを聞いたこともある｡ 】｢現在よりもよかった昔+というのが一体いつなのか明確

でないが,どの世代の人であっても,概ね彼らが子どもの時をさしている｡ ｢悪くなって

いる+とまでは言わない人であっても, ｢今の子どもは昔の子どもよりも良くなっている+

などという発想はどこにもない｡そもそも人間は,うれしかった経験,楽しかった経験は

思い出として心に残っていても,嫌な経験は割と早く忘れるものである｡大人が昔につい

て語るとき,それは懐かしさも含み理想化されたものが多い｡ ｢昔の子の方が良かった+

などというものは,単なるノスタルジーか思い込みに過ぎないような気もする｡しかし,

その一方でこうした主張は学校の教師からも額繁に聞く｡彼らは毎日子どもと接している

ので,今どきの子どもがいかにだめになっているかを語る口調は具体的で説得力を持って

いる｡教育学部に研修で赴任してくる学校教師の中には, ｢学校の荒廃した現状を何も知

らない教師の卵たちに学校の『現実』を教え込もう+と使命感を持ってやって来る人も少

なくない｡こうして｢今どきの子どもはだめになっている+という解釈は益々普及し,敬

職に就く以前から,教師を目指す学生に共有されるようになる｡では,実際に青少年の意

識･行動がこの6年間でいかに変化してきたのかを調査結果をもとにみていく｡

1.児童･生徒の価値意識

A.小学5年生における推移

ここでは,第5回調査(1989年)から第7回調査(1995年)まで,調査の回を重ねるご

とに割合が増加もしくは減少してきた項目をみる｡表8は,友人関係に関して,小学校5

年生で第5回から第7画まで朝合が一貫して増加もしくは減少してきた項目を示している｡

まず,友人関係に目を向けると, ｢大きい子や小さい子とも遊ぶ+という子が, 56.'4%か

ら65.4%-と増加した｡また, ｢友達からいじめられることがある+と回答した子が,第

5回では46.6%だったものが第7回では34.1%まで減少している｡なお,この･rいじめら

れ体験+の減少は,必ずしもいじめ問題が解消へ向かっていることを意味するわけではな

い｡ ｢いじめられ体験+の減少は,むしろいじめの対象が特定の子供に限定･集中し,よ

り深刻ないじめへエスカレートしている可能性さえあるからである｡一方, ｢友達と遊ん
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だ時間がぜんぜんない+と回答した子が第5回の33.7%から第7回では39.5%まで増加し

た｡また, ｢友達と電話した時間がぜんぜんない+と回答した子も第5回の55.9%から第7

回では64.4%まで増加した｡さらに, ｢友達が家に遊びに来る+と回答した子が第5回で

は64.4%だったのが,第7回では, 56.4%へ,また｢友達の家に遊びにいく+と回答した

子どもは,第5回で75.1%だったが,第7匝Ⅰでは, 62.9%まで落ち込んでいる｡子ども達

の｢家+が遊び場としての役割を失いつつあるようだ｡私たちは,友達の家に遊びに行き

部屋に入ることによって,それまで知りえなかったその友達の趣味や生活をかいま見たり,

その子の家族とも知り合うようになる.時には,お兄さんやお姉さん,妹や弟とも一緒に

遊ぶこともあるだろう｡こうした経験を通してその友達に対する興味･関心がより強まり,

友人関係が更に発展する｡今回の調査では,子供たちが学校での自分と家庭での自分を区

別する傾向がみられた｡

表8 友人関係に関する意識行動の推移(小5)

第5固 第6固 策7固

友人関係 昨日､学校から痔づてから友達と遊んだ時間がぜんぜ

んない 33.7% 37.6% 39.5%

dl加

昨日､友達とt括した時間がぜんぜんない

55.9% 61.5% 64,4%

dl加

大きい子や小さい子とも遜ぷ

56.4% 59.5% 65.4%

dl加

友達からいじめら■れることがある

46.6% 44.4% 34.1%

漉少

友達が豪に遊びにくる

64.4% 58.9% 56.4%

漉少

友達の家に遊びに行く

75.1% 67.1% 62.9%

漉少

伸のよい子が自分より点がいいとき

よくがんばったと患う 36.9% 46.7% 47.6%

土廿加

東京都の小学校5年生の子ども達は,異年齢の友達を持つ子どもが増加し,友人の年齢

層が拡大してきた反面,友人と共有する時間が減少し,友人関係の希薄化が進行している｡

換言すれば,子ども達は友達と一緒に過ごす時間よりも,自分だけの時間を大切にするよ

うになっている｡小学5年生の子どもに生活の私事化が進行しているのである｡また,大

学のようにクラスメートの名前さえよく覚えていないような人間関係が希薄な場では,い

じめが起きにくいことを考えれば, ｢いじめられ経験+の減少も納得いく｡

次に,親子関係に関する項目(表-9)では, ｢お父さんと話しをした時間が全然ない+

とした子が第5回の32.5%から第7回では41.1%まで増加した｡また, ｢お母さんからもっ

と勉強するようにいわれたら,そうしようと思う+とした子が62.7%から53.8%まで減少

した｡女子に対しては｢大きくなったらお父さんのような人と結婚したいか+,男子に対

しては｢大きくなったらお母さんのような人と結婚したいか+を尋ねた項目でも,それぞ

れ, 48.6%から34.3%へ, 40.4%から32.4%へと減少した｡父親との関係の希薄化がうか

がえる｡しかし,全般的に見て父親･母親というものが,厳格な大人の男性･女性として

の存在から,より身近な,友達もしくは兄姉に近い存在へと移行しているようだ｡
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幕5国 集6固 第7国

親子関係 昨日､お父さんと毒舌をした時間がぜんぜんない

35.2% 40.2% 4j.1%

増加

虫母さんから｢もっと勉強しなさい+と言われたら

｢そうしよう+と思う 62.7% 57.9% 53.8%

減少p

大きくなったら虫父さんのような人と結塘したい

(女子のみ) 48.6% 40.2% 34.3%

減少

大きくなったらお母さんのような人と結帝したい

(男子のみ) 40.4% 32.7% 32.4%

減少

あなたのお母さんはお手伝いをしなさいとよくいう

49.1% 45.0% 43.7%

減少

学校生活に関する項目(義-10)をみると, ｢授業にすすんで手をあげる+ ｢話し合い

などで,人の意見(いけん)をまとめたりリーダーになったりする+ ｢学校で他人よりよ

くできたり得意なことがある+とした回答が増加し,授業に積極的に参加し,学校生活で

自信を持っている子どもが増えていることがわかる｡

表-10 学校生括に関する意識･行動の推移(小5)

幕5匝I 第6回 集7固

学校生活 授#にすすんで手をあげますか

41.0% 46.8% 475%

増力ロ

授業中にいねむりやあくびをしたりする

60.9% 65.6% 77.1%

士書加

鼓し合いなどで､人の意見(いけん)をまとめたり､

リ-ダーになったりすることがある 39.1% 41.7% 44.7%

増加

学椴で他人よりよくで曹たり得意なことがある

67.1% 68.占% 73.8%

瑚は口

運動会や遠足が楽しい

84.7%
.82.9%

75.8%

漉少

先生にしかられることが多い

31.1% 30.2% 26.0%

漉少

放課後のクラブ活動に入っていない

18.4% 26.2% 33.2%

士曽加

都議勤･クラブ漬軸の.時間が楽しい､

66.4% 72.6% 72.8%

士一拍口

最後に,その他の項目(秦-ll)をみると, ｢昨日,本を読まなかった+小学5年生が

この6年間で, 35.5%から48.6%へと増加している｡また, ｢子供会によく行く+が,

40.5%から27.0%へ,また｢将来大学まで進学したい+が49.3%から42.9%へと減少して

いる｡
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表-11その他の項目に関する意識･行動の推移(小5)

第5国 第6囲 第7国

その他 将来男女ともに働いて一掛こ家事.育児をする家庭を

つくりたい 5.8% 6.8% 15.3%

相加

昨El､本を義元んだ時間がぜんぜんない

35.5% 37.9% 48.6%

増加

伸のよい友達のお母さんに連であいさつする

90.4% 94.5% 95.4%

瑚加

スポーツがとても得意または得意なほう

44.3% 49.2% 49.6%

増加

珠井に漁っている

18.2% ll.4% 8.8%

漉少

子供会によく行く

40.5% 30.0% 27.0%

減少

将来大学まで進学したい

49.3% 43.9%

I

42.9%

漉少

a.中学2年生における推移

中学2年生でも小学5年生の場合と同様な回答傾向がみられた｡まず,友人関係(表-

12)に関する項目をみると,中学2年生では,いじめられ経験だけでなく,いじめた経験,

いじめられている子の味方になった経験も減少傾向にある｡ここでも｢大きい子や小さい

ことも遊ぶ+子が増加し,友人の年齢層が拡大している一方で, ｢友達が家に来る+ ｢友達

の家に行く+,更には｢みんなと遊んでいて,帰る時間になったら家にかえる+という子

も増加していた｡中学2年生でも,生活の私事化が進行しているようだ｡

表-12 友人関係に関する意識･行動の推移(中2)

第5回 幕6国 幕7囲

友人関係 友達をいじめたことがある

42.3% 38.3% 37.9%

漉少

友達からいじめ.られることがある

28.2% 23.2% 22.7%

漉少

いじめられている子の味方になったことがある

57.8% 57.3% 51.6%

漉少

友達が家に遊びにくる

46.9% 42.3% 39.8%

減少

友達の家に遊びに行く

59.7% 52.4% 45.6%

漉少

みんなと遊んでいて､帰る時間になったら家に掃る

41.1% 42.3% 46.6%

増加

大きい子や小さい子とも遊ぶ

25.8% 33.6% 36.3%

瑚加
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親子関係に関する項目(衣-13)でも,やはり小5の場合と同じ傾向がみられる.特に,

｢大きくなったらお父さんのようになりたい+ ｢大きくなったらお母さんのような人と結婚

したい+と回答した男子生徒が減少している｡女子生徒以上に男子生徒においてこの傾向

が強い｡さらに, ｢お父さんは怒るとこわい+とした割合やぎ,74.2%から68.4%へと減少

した｡また,小5の場合と比較して,母親との関係の希薄化が目立つ｡ ｢学校の勉強のこ

とをお母さんによく話す+割合が, 46.1%から40.8%へ,また｢友達のことをお母さんに

よく話す+割合が, 60.7%から54.9%へと減少している｡友人関係の希薄化とともに,千

はり学校での自分と家庭での自分を区別する傾向が強くなっている｡

表-13 親子関係に関する意識･行動の推移(中2)

第5固 第6国 第7国

親子関係 お父さんから｢もっと勉強しなさい+と言われたら

｢そうしよう+と患う 41.1% 38二8% 35.9%

減少

お父さんは怒るとこわい

74.2% 71.8% 68.4%

減少

(男子のみ)大きくなったらお父さんのようになりた

しl 49.0% 39.7% 36.9%

減少

(男子のみ)大きくなったらお母さんのような人と括

婚したい 28.0% 24.3% 19.7%

漉IP

学校の勉強のことをお母さんによく話す

46.1% 43.8% 40,8%

減少

友達のことを虫母さんによく育毒す

60.7% 60.5% 54.9%

減少

あなたのお母さんはお手伝いをしなさいとよく言う

53.7% 149.9% 42.7%

減少

昨日､家の手伝いをした時間がぜんぜんない

48.8% 49.8% 56.0%

増加

学校生活について尋ねた項目(衣-14)をみると,小5の場合と同様に学校生活に積極

的に参加し,部活動やクラブ活動を楽しみ,自信をもって学校生活を送っている生徒が増

加していることがわかる｡ ｢授業が早くてわからないことが多い+生徒が減少しているこ

ととも関連しているだろう｡その一方で, ｢授業中にいねむりやあくびをしたりすること

がある+生徒が,第5回の83.7%から第7回では89.0%まで上昇した｡この項目は,小5

でも同様に増加していた｡子ども達は学校生括に積極的な態度でのぞむようになった反面,

忙しくて睡眠不足になっているようだ｡
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表-14 学校生括に関する意識･行動の推移(中2)

簾5国 幕6固 第7固

学校生活 鼓し合いなどで､人の意見(いけん)をまとめたり､

リーダーになったりすることがある 27.7% 27.9% 36.2%

増加

学頼で他人よりよくできたり得意なことがある

51.0% 54.4% 60.9%

増加

授業が早くてわからないことが多い

42.7% 37,3% 35.8%

減少

部活動･クラブ議動の時間は楽しい

48.8% 55.8% 54.9%

増加

運動会や遠足は楽しい

52.7% 59.9% 61.6%

増加

放課後のクラブ活動に入っていない

18.5% 12.8% 5.8%

減少

放課後のクラブ活動は運動缶である

57.6% 64.5% 67.7%

増加

授♯中にいねむりやあくびをしたりすることがある

83.7% 87.4% 89.0%

士♯加

その他の項目(秦-15)では,将来の家庭像に関する質問で｢男女ともに働いて一緒

に家事,育児をする家庭+を期待する生徒が,小学5年の場合と同様に増加している｡大

人社会で共有されつつある考えが,子どもの間でも徐々に浸透してきたことがわかる｡ま

た, ｢昨日,塾で勉強した時間がぜんぜんない+中学2年生が57.4%から65.9%まで, ｢昨

日,本を読んだ時間がぜんぜんない+が59.5%から67.7%まで増加したのが目立つ｡

表-15 その他の項目に関する意識･行動の推移(中2)

幕5固 幕6固 幕7回

その他 将来､男女ともに働いて一括に家事､育児をする家庭

をつくりたい 10.4% 12.6% 15.7%

稚加

昨日､テレビゲームをした時間がぜんぜんない

74.4% 69.6% 68.4%

減少

昨日､塾で勉強した時間がぜんぜんない

57.4% 57.6% 65.9%

増加

昨日､本を読んだ時間がぜんぜんない

59.5% 63.1% 67.7%

増加

公開､運動場など外でよく遊ぶ

27.4% 34.1% 36.3%

輔加

ゲ-ムセンターでよく遊ぷ

18.4% 27.2% 29.4%

増加

国書飴､児jE庵によく行く

20.8% 22.2% 26.1%

土I加

海外旅行､滞在の経験がある

19.7% 20.7% 28.7%

増加

英語を習いに行っている

54.7% 54.0% 41.9%

漉少

社会･理科を習いに行っている

13.4% ll.4% 7.1%

漉少

近くの文芳具やさんが自分の顔､名前を知っている

25.3% 20.7% 18.2%

減少

全体として,小学5年生も中学2年生も同様な世代変化の傾向を見せており,善悪の判

断は抜きにして,友人関係,親子関係の希薄化,もしくは生活の私事化が進んでいるよう

である｡
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第4粛 年令(学年)により回答状況が大きく変わる項目の推移

本節では,年令要因によって回答状況が大きく異なる項目を取り上げ,その状況が第5

回調査,第6回調査,第7回調査で変化していくか否かを検討する｡具体的には,小学校

5年生と中学校2年生の回答の数値が20%以上異なる項目をピックアップしてみる｡ 1で

は,学校･友人･価値観などの領域を, 2では,その他の領域を扱う｡

1.学校･友人･価値観などの領域

表-16は,第5回調査(1989年調査)で,小5と中2の間に20%以上差がある項目を並

べてある｡小5の方が20%以上多い項目が9つ,中2の方が多い項目が5つの計14項目で

ある｡学校内の項目についてみると, ｢体育の時間が楽しい+ ｢図工･美術の時間が楽しい+

｢運動会や遠足が楽しい+ ｢学校で勉強できるのがすき+ ｢授業ですすんで手をあげる+が

小学校5年生で多く,中学校2年生で少ない｡逆に, ｢授業中にいねむりやあくびをする+

が中学校2年生で多い｡学校生括,特に,授業への積極的関与が小5の方で高い｡また,

特別活動や実技系の科目を楽しむ気持ちが中学生になるとかなり減ってくることも特徴的

である｡

表-16 第5回調査(1989年調査)

小5と中2で20%以上差がある項目(学校,友人,価値観など)

!小5の方が2.%以上多い項目中2の方が20%以上多い項目

みんなと進んで8)て恥陳なったら恥(26､6) 赤朗でさっさと扱ってほう(36､4)

鱒娼も清音事も帥日斬に蜘8)き帽ぶ(24､9) 酔畑生抑ラス鴫吋を椛めて8チる駆まって鴨(27､1)

僻の鵬ul(24,3) 紅鮎てかち友達と全点甜帥(32､6)

図工･美卸頼嗣職しもl(26､4) 教ゎてから､植全患鼓蜘(24,0)

運輸や遠足が軌Il(32,0)

鞘で免酢きる0申すき(26,8)

授業にすすんで韓甜る(27､8)

趣伽先生朗如ことをよくわかってくれる(28､4)

大人になったら先細ような人臨りたも1(23,5)

漠薫中扮ねむりやあく施する(22,8)

対教師関係では, ｢担任の先生が自分のことをよくわかってくれる+ ｢大人になったら先

生のような人になりたい+が,小学校の方で多い｡そのほか,ひまな日曜日に,小学生は,

｢おもいきり遊ぶ+を,中学生は｢のんびりする+を選ぶ｡家に帰ってきてから,友達と

遊んだり,本を読んだりすることも小学生に多く,中学生に少ない｡
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表-17 第6回調査(1992年調査)

小5と中2で20%以上差のある項目(学校,友人,価値観など)

小5の方が20%以上多い項目 中2の方が20%以上多い項目

みんなと澄んで申て.蘇る閥になったち恥(25､3) 赤嗣でさっさとわたってほう(35,3)

如くつで我軌なさ蛇払わ批とき我侵する(31､4) 友動輪っこも叫搬を着て織ら,弛も臥くなる(20,1)

機とマン加哩なったとき,相を放する(25､2) 射止故郷クラス0執呼をIlじ砂て斡る時だまって恥る(27､3)

績も艶新手もな棚即に挑l増帽ぶ(27､2) 紅鮎てから友艶全輔ぬIl(31､1)

国工･美伽l紺臓しIl(24､9) 蒙に鮎てかち,本を全轍妙(25i2)

謝会や遺跡楽しll(23､0)

報で蜘する0がすき(22､7)

授配すすんで韓材る(25､4)

友卸側1捕られることがある(21,2)

授菓中抑独りやあくびをする(21､8)

表-17は,第6回調査(1992年調査)で,小5と中2の間に20%以上の差がある項目で

ある｡ /ト5の方が20%以上多い項目が9つ,中2の方が多い項目が6つの計15項目である｡

第5回調査(1989年調査)と第6回調査(1992年調査)を比較すると第6回調査の15項目

のうちの11項目が,第5回から引き継がれたものである｡大きな変動はなく,小5と中2

の回答差の大きな項目はおおむね引き継がれているといえる｡第6回調査であらたにあが

った項目は4項目である｡ /ト学生の方が20%以上多いのは, ｢安いくつで我慢しなさいと

いわれたときに我慢する+ ｢宿蓮とマンガが重なったとき,宿題を先にする+ ｢友達からい

じめられることがある+の3つであり,中学生の方が多いのは, ｢友達がかっこいい服を

着ていたら,自分もほしくなる+である｡
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秦-18 第7国訴査(1995年調査)

小5と中2で20%以上の差があるもの(学校,友人,価値観など)

297

小5の方が20%以上多い項目 中2の方が20%以上多い項目

みんなと進んでtlて､昇る榊になったら紅舟る(25､1)赤嗣でさっさと扱ってほう(36､3)

安もlくつで我軌なさ払と軸れたとき離する(34､0)友達触っこ船艦を着て一塊ち弛も臥くなる(23,2)

摘も艶点古事も如相即K8もいき帽ぶ(24,3) 掛止放生歩クラス0軌呼をも)じめて鴨ときだまって8)ち(29､8

倖軸時肘軌Il(20,6) 雛旺全馳軌なもl(20､5)

同工･美雛聯し的(20,7) 紅かえって友達と全盛遵ぬIl(29､8)

学齢臓するの射き(25､6)

援薫推すすんで韓射る(30､3)

先細言うこと杜夫体正し的と患う(21,1)

細事伽を全軌帥(22､7)

義一18は,第7回調査(1995年調査)の結果をまとめたものである｡ /ト5の方が20%

以上多い項目が8つ,中2の方が多い項目が6つの計14項目である｡ 6回目の調査から引

き継がれたのは10項目である｡ 6回目の調査で20%以上の差がなく, 7回目の調査で差が

あったのは, ｢体育の時間が楽しい+ ｢先生の言うことは大体正しいと思う+ (以上,小5

で多い), ｢家では全然勉強しない+ ｢家の手伝いを全然しない+ (以上,中2で多い)の5

項目である｡

5, 6, 7回目の調査,それぞれ15程度の項目があがり,各回10-11項目が受け継がれ

ている｡ 3回とも,小5と中2の間に20%以上の差が見られたのは｢みんなと進んでいて,

帰ろ時間になったら帰る+ ｢宿題も塾も稽古事もない日曜日におもいきり遊ぶ+ ｢図工･美

術の時間が楽しい+ ｢学校で勉強するのがすき+ ｢授業にすすんで手をあげる+ (以上,小

5の方が多い項目), ｢赤借号でさっさとわたってしまう+ ｢恐い上級生がクラスの弱い子

をいじめているとき,だまっている+ ｢家に帰ってから,友達と全然遊ばない+ (以上,中

2の方が多い項目)の8項目である｡

1989年から, 1995年の6年間に,際立って大きな変動は見られなかった｡ 1989年に見

られた特徴が, 1995年時にも見られるのである｡しかしながら同時に,いくつかの項目

の入れ替えもあり,世代差もうかがわれる｡

5-7回調査を通してみると,学校,特に授業への積極性が小学生の方で強く見られる｡

教師との関係も小学生の方が親和的である｡ただ,第5回調査では｢担任の先生が自分の

ことをよくわかってくれる+ ｢大人になったら先生のようになりたい+があがったが,輿

6回調査では教師関連の項目がひとつもあがらず,第7回調査では｢先生の言うことは大

体正しいと思う+ (3つの項目とも,小5の方が20%以上多い)があがるというように,

変動が激しい｡ /ト･中学生の教師観の差異が,この期間中かなり揺れ動いたといえよう｡
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休日に小学生が｢おもいきり遊ぶ+のに対して,中学生は｢のんびりする+を選ぶこと,

親との関係が中学生の方で独立的,自主的であること,中学生の方がいじめに関与する割

合が低いこと,以上のような特徴は1989年から1995年に継続して見られる傾向であると

いえる｡

2.親子関係,校外生活,塾通い,クラブ活動の領域

表-19は,第5回調査(1989年調査)での親子関係,校外生活,塾通いなどの領域の

質問で,小学5年生と中学2年生の間の回答差が20%以上ある項目を示している｡小学5

年生の方が20%以上多い項目が6つ,中学2年生の方が20%多い項目が3つで,計9項目

ある｡

表-19 第5回調査(1989年調査) (%)

小5のほうが

20%以上多い項

目

小5⇒中2

●一-■■一-----...1LIL■l●--■■■-■--■--●●--●11-.I---I-I-----～--1l--I---lld--.-.I.I一l

:公臥運動場など外でよく遜ぷ;
: : -37.0

喜大きい子や小さい子とも遜ぷ :

: :
-30.61 1

1 l

●‾■1-●■●b---1'--*11...-...1'-....-.Ill.I..-1'rfl'■1'..■1...1-●-■●-1'-●●●1'＋.1

:子供会によく行く :

: : -36.2

:図書館､児主館によく行く :
l I

: : -22.5
1 l

________________J_______________________I_.____lI____I_______._I__I_-

;お母さんから｢もっと勉強しなさ:

:い+といわれたら｢そうしよう+と

中2のほうが

20%多い項

目

:思う
1'-I-l●●■●1q-●■

;大きくなったらお父さんのような人
l

:と結婚したい

;友達と街をぶらつく

;英語を習いに行っている

-20.9

: -25.9

24.7

‾‾‾--I--Il'‾‾一1■‾●I-＋

:算数(数学)を習いに行っている :

38.9

21.8



青少年の意執と行動に影響を与える年令要因の推移について 299

親子関係では, ｢お母さんから『もっと勉強しなさい』といわれたら『そうしよう』と

思う+, ｢大きくなったらお父さんのような人と結婚したい(女子のみ)+とした子どもが

中学2年生で少ないことがわかる｡

校外生活に関しては, ｢公園,運動場など外でよく遊ぶ+ ｢子供会によく行く+ ｢図書館,

児童舘によく行く+ ｢大きい子や小さい子とも遊ぶ+の4項目で,中学2年生が少ない｡一

方, ｢友達と街をぶらつく+は中学2年生で多い｡

第6回調査(1992年調査)でも,同様の傾向が見られる(秦-20)0 /ト学5年生の方が

20%以上多い項目が5つ,中学2年生の方が20%以上多い項目が3つで,計8項目ある｡

このうちの6項目は,第5回調査(1989年調査)と同じ項目である.新たに小学5年生と

中学2年生の間に20%以上の回答差が出た項目は2つである｡ ｢大きくなったらお母さん

のようになりたい(女子のみ)+は小学5年生で多く, ｢放課後のクラブ活動は運動部であ

る+は中学2年生で多い｡

表-20 第6回調査(1992年調査) (%)

小5のほうが ; ;

20%以上多い; ; 小5⇒中2

項目 ; :
■一■一I--.-.I.■■.-■■1-■●●■■■l■-.--一一-I-～.--..1d...I..I●-I1'11I...～.～-..-----～-‾

;公臥運動場など外でよく遊ぶ ;
: : -30.3
1

l

一■l＋＋d～＋4IIAI～4I4■h＋plJIL
L LllIIJI-1＋tIIIJJJIIILIldIIII J一●一IId一I411一●■●IY4

1 1

:大きい子や小さい子とも道ぷ :

: :
-25.9

1
1

1 l

●---1'..1'.1'-●●●■●ll4II'P4‾●‾●‾‾‾●‾‾‾●‾■I--‾I‾‾‾‾Ill1-I-ll-ll.---‾‾‾1.----I.

:子供会によく行く :

; ; -27.6

:図書館､児jE虎によく行く :

; ; -23,7
1 l

‾…‾”‾‾…'”':I-茄'('i'B';='詣B'ぎk'b-ご;l[='右…1ー……………''
:りたい(女子のみ)

:
-20.4

…………””T-麦蓮ど高宮:iIすB'モ‾””'”…”7”……………`中2のほうが
, :

20%以上多い
: :

項目
23.2

兼帯を習いに行っている
: 33.1

放課後のクラブ話鞄は運動部である
20.1
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表-21は,第7匝暮調査(1995年調査)で小学5年生と中学2年生の間に20%以上の回答

差が出た項目を示している｡第6国調査同様,小学5年生の方が20%以上多い項目が5つ,

中学2年生の方が20%以上多い項目が3つで,計8項目ある｡そのうちの5項目は第6回調

査と同じものである｡また, ｢図書館,児童館によく行く+は第5回調査,第6回調査にお

いて20%以上の差があったものの,第7固調査では20%以上の差がない｡逆に,初出の

項目は｢お父さんから『もっと勉強しなさい』といわれたら『そうしよう』と思う+と

｢放課後のクラブ活動に入っていない+である｡いずれも,小学5年生の方が20%以上多

い項目である｡

表-21第7回調査(1995年調査) (%)

小5のほうが : :
l 1

20%以上多い項; : 小5⇒中2

日 : :
l l

I..-■■‾■‾■--●l＋.■■-l-●--●----一--Ill---1L-I-----Ill-I-Ill.■■●.-.■

;公園､運動場な:
I l

:ど外でよく道ぷ : -31.0

;大きい子や小さ;
:い子とも遊ぶ ; ‾2911

;子供会によく行;
;く ; -23･8

;お父さんから ;
l I

: ｢もっと勉強し :
● ●

;なさい+といわ;
l l

:れる :
■lt一●■■＋d r L111b■■●■-14

;放課後のクラブ;
I l

:話動に入ってい :
I I

:ない :
q～IP＋＋＋*I1＋J

f＋I I I
V11＋1L1

一l一■一一一一-■一一一一一一■■■■■●

;友達と街をぶら:
l

;っく ;
■l-I---一●-■■--I-I-一■一▼

;美音を習いに ;
I l

:行っている :
t叩4L

L L一44＋44＋L■一＋J 1
～f

放課後のクラブ

活動は運動部で

ある

中2のlまうが

20%以上多い

項目

-20.2

-27.4

27.0

23.4

32.7



青少年の意識と行動に影響を与える年令要因の推移について 301

最後の表-22は,第5回(1989年),第6回(1992年),第7回(1995年)の計3回の調

査において, 1度でも20%以上の回答差が出た項目について,この3回の調査での回答差

を表わしたものである｡第5回調査から第7回調査まで毎回20%以上の差を維持してきた

項目は,合計5つある｡ ｢公園,運動場など外でよく遊ぶ+ ｢大きい子や小さい子とも遊ぶ+

｢子供会によく行く+では小学5年生の方が20%以上多い項目で,逆に, ｢友達と街をぶら

つく+ ｢英語を習いに行っている+は,中学2年生の方が20%以上多い項目である｡

表-22 学年差の推移

第5同調査

(1989年)
小5⇒中2

第6固調査:第7固調査
(1992年) ; (1995年)

小5⇒中2 ;小5⇒中2

-37.0
.

-30.3
;

-31.0

-30.6 : -25.9 : -29.1

-36.2
･

-27.6 : -23.8

-22.5
.

-23.7
:

-9.2

公園､運動場など外でよく遊ぷ

大きい子や小さい子とも遊ぷ

子供会によく行く

図書館､児jE飽によく行く

あ母さんから rもっと勉強しなさい]といわ

れたらrそうしようJと思う

大きくなったらお母さんのようになりたい

お父さんからrもっと勉強しなさい』といわ

れたらrそうしようJと患う

大きくなったらお父さんのような人

と結婚したい(女子のみ)

放課後のクラブ活動に入っていない

友達と街をぶらつく

英語を習いに行っている

算敦(敦学)を習いに行っている

放課後のクラブ活動は運動部である

-20.9 : -18.4 : -15,7

-18.2
･

-20,4 i -12.8

-19.0
-

-14.5
:

-20.2

-25.9
: -10.6 : -15.7

0.1 ･

-12.8
皇

127.4

24.7 : 23.2 : 27.0

38.9 1

33.1
'

23.4

21.8 ' 12.9 ･

-0.5

1 6.4 : 20.1 : 32.7
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第5回調査(1989年)から第7回調査(1995年)の6年間における学年差の世代変化を

みると,いくつかの項目で変化が見られる｡まず,地域生活に関する項目では,小学5年

生は中学2年生より,外でよく遊ぶ割合も,異年齢の友人を持つ割合も,この6年間一貫

して高い｡ ｢子供会によく行く+では学年差が減少してきたが,これは小学5年生での回

答の低下による(第3節参照)0

親子関係に関する項目では, 4項目すべてが, 3回の調査のうち1回しか20%以上の学

年差を出しておらず,変動がある｡ ｢お母さんから『もっと勉強しなさい』といわれたら

『そうしよう』と思う+ ｢大きくなったらお母さんのようになりたい+においては学年差が

減少してきた｡つまり,母親に対する従順さや尊敬の気持ちと学年との関連が弱くなって

いるのである｡一方, ｢お父さんから『もっと勉強しなさい』といわれたら『そうしよう』

と思う+ ｢大きくなったらお父さんのような人と結婚したい(女子のみ)+では,一貫した

変化は見られない｡

塾通いに関しては,英語と算数(数学)で,学年差が明らかに減少している｡算数(敬

学)では,第5回調査(1989年)で中学2年生が21.8%多かったにもかかわらず,第7回

調査(1995年)では,学年差はなくなっている｡

最後に,放課後のクラブ活動に関する項目では, ｢入っていない+が第5回調査(1989

午)では学年差がなかったが,第7回調査(1995年)では,小学5年生が27.4%多くなっ

ている｡また, ｢運動部である+では,第5回調査で中学2年生が16.4%多く,第7回調査

では,更にその差が拡大し, 32.7%にまでなった｡

全体として,学校･友人･価値観などの領域では,教師観において学年差の変動が見ら

れたものの,他の項目では顕著な変化はなかった｡また,親子関係･校外生活･塾通い･

クラブ活動の領域では, 20%以上の学年差を出していた項目はその学年差が縮小する傾

向が見られる｡ただし,放課後のクラブ活動に関する項目では,逆に学年差が拡大傾向に

ある｡

第5節 まとめ

本論文は,青少年の意識と行動を形成する要因を年令に求め,その実態と推移を検討し

た｡その際,特に,世代差と年令差の問題に着日した｡利用したデータ-は, ｢東京都子

ども基本調査+ (第5回,第6回,第7回)の子ども票の集計結果である｡得られた知見は,

以下のとおりである｡

(1) ｢1978-1979年生まれ群+の青少年の小学校5年時と,中学校2年時の価値観には,

大きな変化が見られた｡ ｢1981-1982年生まれ群+にも,小5と中2の間に大きな変化が

見られ,さらに, 2つの群の変化のあり方には類似性が見いだされた｡今回の分析結果か

らは, 3年という世代差が,青少年の価値観や行動様式を大きく変化させる要剛三はなら

ないということが明らかになった｡逆に,小学校5年生と中学校2年生という3年の年令

差(学年差)は,両者の聞のものの見方を大きく変えうる年月であることも判明した｡し

かし,個々の項目について,詳しく検討してゆくと,上記のような一般化ができない質問

項目もいくつかあることが判明した｡
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(2)小5,中2別に,各回の結果を時系列で検討してみると,小5では,学校生括に自信

を持ち,学校生括に積極的に関与する児童がややふえている｡中学2年生でも,学校生括

への積極的関与,それに生活の私事化の強まりを指摘することができる｡

(3)年令(学年)により,回答状況が20%以上変わる項目を,時系列で追ってみると各

回とも20あまりの項目がピックアップされた｡各回ごとの変動は小さく,項目の入れか

わりも少なかった｡

(4) 2, 3, 4節の結果を総合して考えると,今回の調査データ-を見るかぎり,青少年の

意識と行動に影響を与えている年令要因は,食代差よりも年令差(学年差)に大きく規定

されていることがわかった｡


